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努
力
は
夢
を
か
な
え
る

夢
を
語
ろ
う
〜
中
野
希
望
さ
ん
を
迎
え
て
〜

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
五
輪

に
出
場
し
た
中
野
希
望
さ
ん
を
招
い
た
講
演
会
が
５

月
20
日
、
河
野
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
自
分
の
将
来
の
夢
を
描
き
、
自

身
の
可
能
性
を
信
じ
る
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
開

か
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
家
族
に
反
対
さ
れ
な
が
ら

も
、
強
く
な
る
た
め
に
厳
し
い
練
習
に
ひ
た
す
ら
取

り
組
ん
だ
日
々
の
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
、
生
徒
ら
は

な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
一
流
選
手
の
体
験

談
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
中
野
さ
ん
の
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す

姿
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
」
と
夢
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
大
切
さ
を
胸
に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

私
た
ち
を
見
守
り
続
け
る
歴
史
遺
産

赤ア
カ
タ
ン
谷
川
砂
防
え
ん
堤
群
保
存
活
動

　

６
月
１
日
、
古
木
地
区
に
あ
る
国
の
登
録
有
形
文

化
財
「
ア
カ
タ
ン
砂
防
え
ん
堤
群
」
で
保
全
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
形
を
利
用
し
て
巧
妙
に
配
置
さ

れ
た
え
ん
堤
は
、
築
造
よ
り
１
０
０
年
以
上
経
過
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
も
立
派
に
機
能
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

保
全
活
動
に
は
、
田
倉
川
と
暮
ら
し
の
会
や
高
倉

谷
川
砂
防
え
ん
堤
の
会
の
会
員
、
福
井
大
学
の
学
生

ら
約
50
人
が
参
加
。
え
ん
堤
周
辺
の
草
取
り
や
散
策

路
の
整
備
を
行
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
築
造
以
来
い
く

た
び
の
豪
雨
に
耐
え
、
今
も
下
流
の
人
々
の
生
活
を

守
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一
層

保
全
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山

海

里

ま
ち
の

話
題

か
い

さ
ん

り

歴
史
的
空
間
を
演
出

西
洋
館
コ
ス
プ
レ
企
画
２
０
１
４

　

６
月
８
日
、
北
前
船
主
の
館
右
近
家
・
西
洋
館
に

て
西
洋
館
コ
ス
プ
レ
企
画
２
０
１
４
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
国
指
定
の
登
録
有
形
文
化
財
で
も
あ
る
西
洋
館

を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
町
が
２
年
前
に
始
め
た
も
の
で
、

今
回
で
３
回
目
。
西
洋
館
は
、
昭
和
10
年
に
完
成
し
、

そ
の
名
の
と
お
り
西
洋
の
雰
囲
気
が
漂
う
落
ち
着
い

た
建
物
で
、
歴
史
を
現
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
日
本
海
の
水
面
が

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
中
、
参
加
者
は
ロ
リ
ー
タ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん
だ
り
、
ア
ニ
メ
な
ど
に
登
場
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
た
り
し
て
、
思
い
思
い
の

ポ
ー
ズ
を
き
め
、
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

歌
は
と
も
だ
ち
♪

南
条
郡
小
中
学
校
連
合
音
楽
会

　

６
月
11
日
、
南
条
文
化
会
館
で
、
第
57
回
南
条
郡

小
中
学
校
連
合
音
楽
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
小
中
学

生
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
南
条
郡
教
育
研
究
会
会
長
の
加
藤

校
長
よ
り「
歌
を
通
し
て
、
歌
う
人
、
演
奏
す
る
人
、

聴
く
人
の
心
を
一
つ
に
し
、
会
場
の
一
体
感
を
感
じ

ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
。
指
揮
者
の
躍
動
感
あ
る
指
揮

に
合
わ
せ
元
気
良
く
笑
顔
で
歌
う
姿
に
観
客
席
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
庄
中
、
南
条

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
息
の
合
っ
た
演
奏
が
披
露

さ
れ
た
あ
と
に
は
、
会
場
全
員
で｢

ふ
る
さ
と｣

を

大
合
唱
し
、
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

家
庭
で
、職
場
で
、地
域
で
男
女
共
同
参
画
を

男
女
共
同
参
画
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

　

６
月
２
日
、南
越
前
町
男
女
共
同
参
画
推
進
員
が

男
女
共
同
参
画
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
男
性
と
女
性
が
お
互
い
を
尊
重
し
つ
つ
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
た
周
知
活
動
で
、

推
進
員
ら
は
啓
発
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
な
が
ら
大

勢
の
人
に
共
同
参
画
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。
県
で
は
６
月
を
「
男
女
共
同
参
画
月
間
」
と

定
め
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
気
付

い
た
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
意
識
を
変
え
、
一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
行
動
が
大
き
な
変
化
に
つ
な
が
る
と
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

消
防
魂
で
心
を
一
つ
に

県
消
防
操
法
大
会
出
場
結
団
式

　

６
月
６
日
、
７
月
26
日
に
行
わ
れ
る
第
63
回
福
井

県
消
防
操
法
大
会
に
、
南
越
前
町
代
表
と
し
て
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
出
場
す
る
選
手
の
結
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
は
、
南
越
前
消
防
団
今
庄
分
団
、
鹿
蒜

分
団
、
堺
分
団
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
６
名
で
構
成
。

式
で
は
、
選
手
を
代
表
し
て
、
京
藤
睦
治
さ
ん
（
合

波
）
が
「
先
輩
方
が
築
い
た
功
績
に
恥
じ
な
い
よ
う

消
防
魂
を
持
っ
て
一
致
団
結
し
、
全
力
で
消
防
訓
練

に
取
り
組
み
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
練
習
を
４
月
中
旬
か
ら
始
め
、
早
朝
４

時
半
か
ら
今
庄
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
大
会
本

番
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

募 集 人 員： 20 名程度
募集対象者： 南越前町在住で 20歳以上の健康な方ならどなたでもOK。
募 集 期 間： ７月 26日（土）～
申込み方法： 以下の連絡先へ連絡して下さい。
そ　の　他：  河野地区の「ちょっといい話」や地元の伝承的食文化、幼いころの記憶など些細なことでも結

構ですので情報提供をお願いいたします。

【連絡先】 ▪ 南越前町役場　産業振興課（北前船歴史空間再生プロジェクト事務局）
  〒 919-0292　南越前町東大道 29-1
  ☎ 0778－47－8002　　FAX 0778－47－3607
  受付時間：午前９時～午後５時
  E-mail：sansin@town.minamiechizen.lg.jp

 ▪ 南越前町役場　河野総合事務所
  〒 915-1195　南越前町河野 15-16-1
  ☎ 0778－48－2111　　FAX 0778－48－2054
  受付時間：午前９時～午後５時

愛する河野の魅力を学びながら伝えませんか

河野北前船かたりべ観光ガイド（仮称）メンバー募集


